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四人制審判 の取 決 め事項

ボジショエング

無走者・走者三塁のとき…………二塁塁審は、二塁ベースの後方に位置する。

走者一塁、二塁、一 ・二塁、一 ・三塁、三 ・三塁、満塁のとき………二塁塁審は、一 ・

二塁問または二 ・三塁問の内側に位置する。 (内野手が前進守術の場合は外側に位置

する)。

一塁塁審,三塁塁審はいずれの場合もファウルラインの外側に立つ。

2.外 野への打球の黄任範囲

外野への打球を迫う審判は、蜘 盗戯蟻 落下点に近づき、込蓬娘基?.K判 定する。

A.二 塁塁審が外側に位置した場合

① 左翼手より向かって左側の打球……………………………………………・三塁塁審。

② 左翼手正面の前後から右翼手正面の前後までの1出の打球………………。二塁塁審。

③ 右翼手から向かって右側の打球……………………………………………Ⅲ一塁塁審。

B.二 塁塁審が内側に位置した場合……………………………外岬への打球は迫わない。

① 中堅手より向かって左側の打球………………………………………………三塁塁審。

② 中堅手正面の前後より向かって右側の打球:・…………………………………塁塁審。

C.外 野への打球を迫った塁審は打球を判定した後その場に留まり,担当していた塁は他

の審判に任せる。カノヽ―に行った審判は、その塁の審判が戻るまで,その塁を離れては

いけない。

3.球 審の動き

8蟹    襲艶襲ウ童ゴ穐と親
4.ト ラブルポール

次の トラブルポールの場合,審判はできるだけ近づいて判定する。

① 右択線または左翼線寄りの打球。

② 外野手が前進して地面すれすれで折ける打球。

③ 外野手力寸背走するフェンス際の打球.

④ 野手が集まる打球。

，
①

②

③



四人制  無  走  者

外野への打球の障の各審判の責任

(1)二 塁母審は三塁ベースの後方崎懃麓眠鎖 に位置 し、その位置は一塁側、三塁側どちちで

も構わない。

(2)二 塁塁審は左翼手定位置から、右翼手定位置までの打球に責任を持つ。

(3)一 塁塁審は右翼予定位置から右盟緑寄りの打球に責任を持つ。

(4)三 塁塁審は左翼手定位置から左貿線寄りの打球に責任を持つ。

(5)球 審は外野への打球に対する責任を持たない。

□

圏

一塁または三塁塁審

三塁塁審



四人制  無  走  番

P L

宅建卜の        ・.
lB   ・

打者走者の―畏触塁を班認し、球審が三塁ヘ

移動したら本塁での 1プレイに備える
".

‖B

二塁での
Ⅲ
プ レイに備える

".

!!lB

打球を通い、
"プ

レイが―段落するまで
い

その

lBに留まる。

田鶴鶴簿亀欝督曲群韓寒韓し'一塁および本
塁でのlzヒニ重堂ユ全

"・

打球を追い。"プレイが…段落するまで
“そo

lBに留まる。

二塁での
Ⅲ
ブレイに備える

".

三塁での
“
プレイに備える

".

P L

tB

‖tB



(二塁でのプレイが生じると思われる場合)

四人竹け 無 走 者

d 内 野ゴロによつて一塁でプレイが生じるときの球審の動量

P L

議 のり閉謝…
l B

打者定書の一彙触塁を取解 しゃ車

の 1ブ レイに備える
°・

.

‖B・

打球を通い、
Ⅲ
プレイが一段碁するまで

Ⅲ
その

場に留まる。

隆 拠ベース内野内へ移動 し鶴 ゲ 塑

にfllえる
°・

.

P L

打番走なの後方を轟醒寵縛期調酸瑠鞠熊,いて

いきその後の
“
プレイに術える

".

l B

一員での
市プレィに備える".

‖B

二塁ての _“プレイに備える
".

11l B          ・

三塁での
“
プレイに備える

".

綴ぢ議麟主縣 負盤磁翻ま巖へ下ダ
レ■姫るこ4



四人制 走 者 r 里

!       外 野への打球の際の各審判の責任

(1)二 塁塁審は内野内に位置し、その位置は二塁ベースの一塁寄り、三塁寄りどちらでも構

わないとこの場合                     い 。

(2)一 塁塁審は中堅手定位置か ら右盟線寄 りの打球に責任を持つ.

(3)三 塁塁審は中堅手定位置か ら左盟線寄 りの打球に責任を持つ.

ぐ4)球 審は外野への打球に対する責任を持たない。

□

圏 三塁塁審



四人制  走  者  一  里

a 中 堅手より左側の五堅生三里里審ど通った場合 (球審が三塁に向かった場合)

P L

諸

Ⅲ
プレイに備える

".

l B

―塁走者の行動

よび打肴走番

を含む)J

し.球 審力f=

H g

, 中 堅手より右側の打球を一塁塁界が遺つた場合

ダ
リ レ和罰 解 抑 および送球の行方を破払 走者の行動を奴茶

晋汗票ぷ韮ポ gFレ
打こ備える弘

tぶ

lB

H B

| l l  B

注

馨 逐 正為命市

襲騒鶴轟轟簿韓義葬認じ坊一塁走地
の襲鶴嬰醸摯車輝薯しヽ

―・二塁での"プレイに
備える

°・
.

1!lB

打球を遺い。
"プ

レイが―段落するまで
Ⅲ

その

場に留まる.

一里走者の行動 てタッグアップなどを含む)お

よび打若走付電隠盟圏圏頼躍鱒難し・―里およ

び本塁での
Ⅲ
プレイにfltえる

".

打球を過い`"プ レイが一段澪するまで
"そ

の

lBに留まる。

4R野を広げながらくステ ップパック)―曇走者

の三民触塁t班 把 し、一・二塁での
Ⅲ
ブレイに

術える
".

三塁での
"プ

レイに'iえる
".



四人制  走  者  二  塁

(1)二 塁塁審は内野内に位置 し、その位置は二塁ベースの二塁寄 り、三塁寄りどちらでも構

F わ ない。この場合外野への飛球(ライナー)rこ対する責任は持たない。

(2)一 塁塁審は中堅手定位置から右翼線寄 りの打球に責任を持つ。

(3)三 塁塁審は中堅手定位置から左翼線寄 りの打球に責任を持つ。

(4)球 審は外野への打球に対する責任を持たない。

(5)外 野への打球の際の各審判の責任は走者一塁の場合と同じである】

□

田 三塁塁審



四人制  走  者  二  塁

ュー1 中 堅手より左側の打球を三塁塁審が通つた場合

P L

lB

1l B

‖tB

本里での
"プ

レイに備える
".

打者走者の一畳触曇を確盟 し.― ・二巴で0

“
プレイに備える

Ⅲ
.

三塁走者の三塁触塁を取輝し。三処での
Ⅲ
プレ

イに輔える
".

打球を通い、
"プレイが一段汗するまで

"そ
の

lBに留まる。

P L

I B

‖ B

1 1 l  B

二塁での
"プ

レイにfrえる
“
.

打番走者の一塁触ユを取解 し.尊審が三塁ヘ

移動 したら本塁での 1プレイに付える
".

走者のタフグアップを班盟し.二五でのrブレ

イに備える
".

打球を追い、
“
プレイが一段落するまで

Ⅲ
その

lBに留まる。

維避鱗 、艦 錨 宵
レ打こ館える立.

プ、ランダウンプレイなどをいう。



四人制  走  者  二  塁

P L

本里Tの rプレイに備える
".

I B

打球を通い、
コ
プレイが一段汗するまで

"そ
の

場に留まる。

it B

9Jl野を広げなが ら (ステ ップパ ック)― 。こ塁

での
“
すべてのプ レイ

"に
備える。

Hl B

三n_での
“
プレイにf常える

".

欝翻 盤招抑殺・



四人制  走  者  三  塁

二塁塁審

.外野への打球の際の各審判の責任

(1)二 塁塁審は二塁ベースの後方通常は遊要手の後方に立つが、とくにその位置を限定する

ものではない。

(2)二 塁塁審は左翼手定位置から、右翼手定位置までの打球に責任を持つが、左盟手よりに
'位

置したときは左盟線寄りの打球以外の左盟手への打球にも責任を持つ。

(3)一 塁塁審は右盟手定位置から右図線寄りの打球に責任を持つ。

(4)三 塁塁審は左翼手定位置から左盟線寄りの打球に責任を持つ。

(5)球 審は外野への打球に対する責任を持たない。

(6) 原 則として外野への打球の際の各審判の責任は無走者の場合と同じである。

□

圏

一望または三塁塁審



P L

三塁走者のタツグアツプを確沼し、本塁での

“
プレイに備える

".打
球がフエアヒツトに

なつた場合は・三塁走なの本工触塁を旺辺し

ながら三塁での
"プレイにfltえる

".

打者走をの一里触理を班認し・球審が三塁ヘ

移動したら本理で?"ブ
レイにfHえる

".

二塁ての ロプレイに備える
".

打球を追い、
“
ブレイが一段落するまで

"そ
の

lBに留まる。

本里での
"プレイにf常える

".

打球を追い、
"ブ

レイが一段好するまで
Ⅲ
その

期に■まる。

‖B

―・ニュでの
Ⅲ
すべてのプレイ

"に
付える。

11l B

三畳走者のタツグアツプを取翌 じ・三畳での

"プレイに備える
".

lB

H B

1 1 1 B

l B

整 ィ 講 戦 朗 蠣 騨
翻 脳 攣

朝れ

1 0



四人制  定  者  三  塁

c 左 盟手から右盟手までの打球を二塁塁審が通った場合

PL

本塁での
Ⅲ
プレイに備える

".

lB

打者走者 の一塁触理を確認 し、一 ・二塁での
"プ

レイに術える
".

打球を通 い、
Ⅲ
プレイがT段 落するまで

“
その

場に留まる。

11!B

三里走本のタングアップを班辺 し。三里での
Ⅲ
プレイに備える

".

注
"プ

レイにはえる牛・打球および送球の行方を取超し、
讃 子

の行動を
撃盛紫豊4;ら爵浅軍ョ .レ

イに備えること.
Iプレイが一般芽する者セ"・…打球が処理され、野手カ"すべてのプレイ″・・nA里、タッグアップ,ランダウンブレイなどをいう。

1 1



四人制  走  む  ― ・二 興

a― i 中 堅手より左側の打球を三塁里泰力f通った場合

PL

二塁走者の三塁触_nを班理 し,本里での 1プレ

イに備える
".

l B

打者 走書 の二塁触 _Eせ 班留 し,― 。ニ ユでの
“
プレイに備える

".

‖B

―塁走むの二塁触塁を5t理 し。三塁での
Ⅲ
プレ

イに術える
".

!|!B

打球を通い、
“
プレイが一段悪する宝で

。
その

lBに雷まる。

F-2 中 堅手より左側の打球を三理里希が遣つた場合【走者が夕之グェップした場合)

PL

′
,三

塁で          。

l B

一竪走者のタ フグア ップを確認 し。本塁での

1プ レイに備える
".

‖B

二 n_走なのタ ングア ツプを班望 し、二 塁での
"プ

レイに備える
".

!!18

打球を通い。
Ⅲ
ブレイが―段落するま王

"そ
の

lBに留没ち .

注
"プ

レイに研岩える
"・・将革 および送球の行方を祉認し、走者の行動を犯寮しな力くら塁上でのプレイに備えること.

"ブ
レイが一段琢する者で

"・・打球が処理され、野手から内野方向に返球されるまでをいう。
"タ

ッグアップなど1・…走者のタッグアッス 退越し、オブストラクシヨラの磁把などをいう.
“
すべてのプレイ

''・・触里、タッグアップ、ランダウンプレイなどをいう。

1 2



四人制  走  者  ― ・二 興

b 中 堅手より右側の打球を一塁塁審が追った場合

P L

I B

‖ B

|‖B

本塁での
"ブ

レイにaltえる
".

打球を通い、
"ブ

レイが一段落するまで
Ⅲ

その

lBに留まる。

祝野を広げな力fら (ステップパツク)― ・ニユ

での
Ⅲ
すべてのプレイ

"に
備える。

三塁での
"ブ

レイに備える
"。

注
"プ

レイに備える1・・打球および送球の行方を駐認し、走者の行動を担察しながら曇上でのブレイに備えること.
"プ

レイが‐段露するまで"・…打球が処理され、野手から内野方向に返球されるまでをいう。
"すべてのプレイ1・・触塁、タッグアップ.ランダウンプレイなどをいう。

1 3



四人制 走 者 と ・三 塁

a 中 堅手より左側の打球を三理彙審が追つた場合

b 中 堅手よ り右側の打球を―里塁審が追つた場合

三塁走なのタフグアップtFr辺 し.本工での

“
ブレイに備えれ

".

内野内に移動し,―塁走書の行動て
｀
空 グア

ップなとを含む)および打書走おの一里松塁

をFr理し.―・二塁での rプレイに備える
Ⅲ
.

―塁走者の二塁胆塁を粧望 し、二・三塁での

Ⅲ
プレイに''える

".

打球を通い、
“
プレイが一段落するまで

"そ
の

場に密まる。

本星での 'プレイに備える
".

打球を追い."ブ レイが一般落するまで
い
その

場に雷まる.

lB

‖ B

| ! l B

―塁走なおよび打お走者の一・二里での

てのプレイ
Ⅲ

に‖:える。

1lt B

三塁での
"ブ

レイに備える
".

こ者の行動を担票しながら塁=で のプレイに研iえること.

ら内野方向に揮球されるまでをいう。
(トラクシヨンの祉認などないう.
rなどをいう。

"すべ

1 4



四人制  走 者 ― ・三 塁

(二塁塁審が外側に位置 した場合および内野手が前姓守備の場合)

a 左 盟手よリライン寄 りの打球を三塁塁審が追った場合

b 右 翼手よリライン寄りの打堅を一n_里野塗!通った場合

PL

三塁走者のタッグアップを紙認 し。本里での
“
プ レイに備える

".

lB

内野内に移動 し.―里走者め 行動 (Ⅲタッグア

ップなど
Ⅲ

を含む)お よび打書走者の一里触

塁を班認し,一・二塁での
“
プレイに備える

".

H8               ‐

一塁走者の三n_触理をar輝臥 二・三塁での
"プ

レイに備える
".

打球を過い、
Ⅲ
プレイが―段落するまで

Ⅲ
その

lBに留まる。

本塁での
“
プレイに備える

"。

打球を追い、:プレイが一段落するまて

その場に留まる。

内野内に移動 し一塁走者および打者走'

一 ・二塁での
“
すべてのプレイに

"備
;

三塁走者のタッグアップを確認し、

の_“プレイに備える
"。

l l l  B

= :

注Ⅲプレイに備える“・・打球および送球の行方を離辺し、た者の行動を取茶しながら塁上でのプレイに備えること.

テ鋼幹ガ景:肥辞職鉢実いチ

1 5



走 番 ― ・三 塁

PL

本畢での !ブレイに備える
".

lB

内野内に移動し、一塁走書?行 動 ("タッグア

ップなど
"を

含む)お よび打寄走者の―曇般

塁を確認し、一。二塁での 1プレイに備える
“
.

‖B

打球を通い、Tプレイが一段好する衰で
"そ

の

場に留まる。

il!B

三里での
“
プレイに備える

".

聾解駐縄駆婿韮増みケレイに備えること.
(トラクシヨンの駐盟などをいう.
'などをいう.

1 6



四人制  走 者 三 ・三 塁

(三塁_m審が内allに位置した場合)

a-1 中 堅手より左側の打球を三塁鍵審が追った場合

a-2 中 堅手より左側の打球を三塁塁審が追つた場合て走者がタッグアップした場合)

PL

本里での
"プ

レイに,付えれ
",

1 8

打番走番 の一塁触 星を 5 r望し、― ・ニュでの

rプレイに術える°・
.

ll B

二塁走者の三塁触興を取解 し.三ユでの
Ⅲ
プレ

イに術える
Ⅲ

.

!lI B

打球を通い、
"ノ

レイが一段悪するまで
Ⅲ
その

場に留まる.

三理走本のタングアツプを班認し。本里での

"プレイに備える
".

打球走番の一畳触里t lt輝し,―'ニユでの

Ⅲ
プレイにffえれ

".

二興走皆のタッグアツプを'E認し.三塁での

"プレイに備える
Ⅲ

.

打球を通い、
"プ

レイが一般汀する技で
"そ

の

場に留まる。

P L

tB

注・"ブレイに奇津える
"・・打球および送球の行方を証盟し、走者の行動を取票しながら塁上でのプレイに備えること

″
ブレイが一段露する者て

“・"打 球が処理され、野手から内野方向に返球されるよでをいう.
"すべてのプレイ“・・触塁、タッグアップ、ランダウンプレイなどをいう.

1 7

会



四人制  走  者  二 ・三 塁

(二塁塁器が内側に位置 した場合)

b 中 堅手より右側の打球を一塁塁審が追つた場合

P L

本畳での
“
プレイにfPえる

".

l B

打球を追い、:ノレイが一段落するまでrそ の

場に留求る。

祝野を広げながら(ステップパック)一・三塁

での Tすべてのプレィ
"に

備える。

ll!B

三塁走番のタフグアップおよび三理走者の三

塁触塁を班辺じ.三塁での Tプレイに術える
".

注
'プレイに林える"・・打球および送球の行方を就遂し、走者の行動を担寮晩 力ぐら塁上でのブレイに備えること.
均しイが一段露する☆です。・・打球が処理され、野手から内野方向に返球される煎 をいう.

1すべてのプレイP・・触塁sタッグアッ:スランダウンプレイなどをいう.

1 8



里ム制 走 番 三 ・三 里

b 右 盟手よリライン寄りの打球を一塁塁審が通った場合

三塁走番のタッグアップを1食認 し。本塁での
“
プレイに備える

°・
:

打者走なの一ユ触星を'貧記 し、一 ・二里での
"プレイに備える

".

二処走者のタフグアップまたは三塁触曇をFr

解し.三塁での
“
プレイにギ‖える

".

打球を追い、
Ⅲ
プレイが一段落するまで

"そ
の

lBに留まる。

本塁での 1プレイに備える
Ⅲ
.

打球を遺い、
“
プレイカr_校落するまで

Ⅲ
その

場に留まる。

‖B

一・二里での
"す

べてのプレイ
"に

いえる。

!1!B

三塁走者のタッグアップを取翌 し.三塁での
“
プレイに備える

“
.

P L

!B

! I I  B

P L

注           ."ブレイに徳える"・・打球および送球の行方を正認し、た者の行動を取茶しながら塁上でのプレイに備えること.
"ブレイが一般露する者で″・…打球が処理され、野手から内野方向に返球される☆てをいう。1
"すべてのプレイ"・・触ユ、タッグアップ、ランダウンプレイなどをいう。

1 9



本塁での
“
ブレイに備える

".

! B

二塁走者のタッグアップおよび打書定書の一

塁触曇を粧翌し,一・二塁での
“
プレイに備 え

る
。・
.

il B

打球を通い、
“
プレイが―段好するまで

“
その

場に留まる。

1118

三塁走者のタッグアップを取控し。三塁での

Ⅲ
プレイにfllえる

".

注
"プレイに齢える!・・打球および逃球の行方を磁泌し、た者の行動を投票しながら塁上でのプレイに備えること.
"ブレイが一控軒する☆で

'・…打球が処理され、野手から内野方向に返球されるまでをいう。
"すべてのブレイ

“・・触塁、タッグアップ、ランダウンプレイなどをいう。

2 0



四人制  走  者  ― ・三 ・三 塁

工三里塁審塗fttallに位置した場合)

a-1・ 中堅手より左側の狂堅を三塁塁審が追った場合

a-2 中 堅手より左側の打撃を三堅呈審つf追つた場合(壼者がタッグアップした場合)

PL

本里での
“
プレイに術える

Ⅲ
.

IB            ,

一塁走者の工里触理および打番走者の一塁劇

塁を取望 し、一 ・二里での
“
プレイに備える

".

‖B

二塁走者の三塁触里を班望 し。三塁での
"ブ

レ

イにFtえる
".

|lt B

打球を通い、
“
プレイヵF_段 好するまで

Ⅲ
その

場に宮まる。

三塁走者のタッグアンプをFF望し、本里での
“
プレイに備える

".

一塁走者のタングアツプを班望 し、二塁での
“
プレイに付える

".

二塁走器のタッグアップを取理 し。三塁での
"プ

レイに備える
".

打球を遺い、
"プ

レイが―段落するまで
"そ

の

ISに留まる.

注

整難盤靭翻蹴 騨 辮 糖響軸車

2 1



b 中 堅手より右側の打球を一理里審が通つた場全

本里での
"プ

レイに備えれ
".

lB

打球を通い、
"ブ

レイが―校落するまで
"

場に留まる。  _

‖B

祝野を広げな力fら(ネテツプパツク)、一・二興

走者のタッグアツプを鞭控し、―・二昼での

"すべてのプレ■
"に

備える。

1 1 ! B

三ユ走者のタッグアップおよび二塁走者の三

塁触塁を班認し、三塁での rブレイに備える
".

そ の

整 議 軽 靭 靭 麟 義 騨 靭 轟 響 評れ

2 2


